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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題は、「振動分光法」という物理化学的手法を、時空間分解能を高めるこ

とにより新しい学術領域を切り拓いた。 

時空間分解能を高めた結果、組織構造体をトップダウン的に調べることを可能に

し、生細胞とイオン溶液に関して目立った成果を得た。特にマルチプレクス CARS 分

光で細胞が生きている時だけ観測される「生命のラマン指標」を見つけた研究は国際

的に注目され、研究期間を１年延長した間に達成したハイパーラマン散乱による｢ナ

ノ空間光電場ラベリング｣も学術的価値が高い。 

発表論文や招待講演の数と質は、高い研究実績を反映するものであるが、研究グル

ープの有機化学者、触媒化学者、理論化学者とのシナジー効果は必ずしも高いとは言

えない。 

本研究で新規装置を多数製作し、今後、周辺分野にインパクトを与えていくことが

十分に予想され、期待どおりの成果を上げたと言える。 

 

 

  


